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モア（MORE）とは、女と男がより豊かに、よりすばらしい

男女共同参画社会実現への願いを込めて命名しました。

表紙の絵
どんな時でも、自分のまわりにいる人々の気持ちを大事に
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特集　　これってＤＶかも…？
　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは？
　 　一般的に「配偶者や恋人など親密な関係にある（あった）者から振るわれる暴力」として使用さ
れます。ひとくちに暴力といってもさまざまなかたちがあります。

　 　多くは、いくつかの暴力が重なって起こり、長期化・激しさを増していきます。また、家庭とい
う密室で起こり、被害者は誰にも相談せず我慢したり、世間体を気にして隠したりするため、なか
なか表面化しません。さらに現在、新型コロナウイルス感染症の影響で家庭にいる時間が長くなっ
ていて、ＤＶや虐

ぎゃくたい
待のリスクが高まっていると言われています。親密な関係の中で繰り返される暴

力は、被害者の人格を深く傷つけ、生きる力をも奪っていくのです。

　ＤＶのサイクル（周期）

緊　張　期
（緊張が高まる）

ささいなことで
イライラし
威
いあつ
圧的になる

開　放　期
（ハネムーン期）

「もう暴力はふるわない」　
と謝罪し

別人のように優しくなる

爆　発　期
（暴力が起こる）

怒りをコントロール
できなくなり、　

激しく暴力をふるう

DVは繰り返される 「暴力のサイクル理論」
　このサイクルが繰り返されると、被
害者は、自分ではどうしようもないと、
無力感を持つようになります。被害者
は、加害者から逃げられない、離れら
れないと思うようになり、長い間加害
者のもとに留まってしまいます。

身体的暴力
・なぐる、ける　
・物を投げつける
・突き飛ばす
・刃物を振りかざす　　など

精神的暴力
・無視する　
・馬鹿にする、ののしる
・脅

おど
す

・ 交友関係や行動を細かく監
視する　　など

性的暴力
・望まない性行為の強要
・避妊に協力しない　　など

子どもを利用した暴力
・子どもの前で暴力をふるう
・子どもへの加害をほのめかす
・子どもに悪口を言う　　など

経済的暴力
・生活費を渡さない
・ 仕事を辞めさせ弱い立場に
立たせる　　など
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　グラフ中の８項目はすべて暴力にあたるものです。市民意識調査の結果からは、平成26年に行った
調査と比較して、ほとんどの項目で「暴力である」という意識が高くなっていることがわかります。
しかし、主に精神的な苦痛を与えるものについては、「暴力である」という意識がまだ低いです。すべ
ての項目で「暴力である」という意識が高くなることは暴力の根絶にもつながるため、ＤＶ被害をな
くすためにも私たち一人ひとりがＤＶの問題について考える必要があります。

Ｑ. あなたは、次のような行為が配偶者（事実婚や別居中、離婚後も含む）・婚約者・交際相手など親密
な関係の相手との間で行われた場合、それを暴力にあたると思いますか。

（平成26年・令和元年幸手市市民意識調査結果より）

◆ＤＶに関する相談
埼玉県配偶者暴力相談支援センター
●埼玉県婦人相談センター
☎048-863-6060　月～土　9：30～20：30

　日・祝　9：30～17：00
（年末年始を除く）

●埼玉県男女共同参画推進センター（With You さいたま）
☎048-600-3800　月～土　10：00～20：30

　　　　　（祝日、第3木曜日、年末年始を除く）
　インターネット相談（24時間受付）
http://www.pref.saitama.lg.jp/withyou/counsel/dv.html

幸手市役所人権推進課
☎0480-43-1111（内線162）

　月～金　8：30～17：15
（祝日、年末年始を除く）

　幸手市市民意識調査結果からみる現状

　各種相談窓口
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どんな場合でも暴力であると思う 暴力の場合とそうでない場合がある 暴力にあたるとは思わない 無回答

平手でぶつ、足でける

身体を傷つける可能性のあるものでなぐる

刃物などを突きつけて、おどす

大声でどなる

何を言っても長期間無視し続ける

交友関係、電話、メール、郵便物を細かく監視する

嫌がるのに性的な行為を強要する

見たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌を見せる
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　インターネット相談（24時間受付）

◆ＤＶ、ストーカー行為に関する相談
けいさつ総合相談センター　
＃9110（ダイヤル回線及び一部のIP電話からは048-822-9110）
24時間受付（夜間及び土曜日、日曜日、祝日、年末年始は当直対応となります。）
幸手警察署（警察安全相談室）　　　　　　　　　　　　　　 ※緊急時は110番へ!!!
☎0480-42-0110　月～金　8：30～17：15

（祝日、年末年始を除く）

◆ＤＶ、セクハラ等女性をめぐる人権問題
女性の人権ホットライン　
☎0570-070-810　月～金　8：30～17：15

（祝日、年末年始を除く）

◆性暴力、ＤＶなど女性の相談
よりそいホットライン（3番）　
☎0120-279-338→3　24時間年中無休

（通話料無料）
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日本女性会議２０２０あいち刈谷
　「日本女性会議」は、1984年から続く、男女共同参画
に関する国内最大級の会議で、男女平等社会の実現に向けた課題の解決策を探るとともに、参加
者相互の交流とネットワークづくりを目的にしています。令和２年11月に行われた今回の日本
女性会議は新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、オンライン会議での開催となり、幸手
市男女共同参画推進協議会からは２名の委員が分科会に参加しました。

かけがえのない“わたし”を生きる
～ものづくりのまちから発信～

　生や性の多様性を認め合うための取り組みについて、教育、
企業、行政のそれぞれの立場から報告があった。
　中学校教員のＡさん。生徒の前で素直でありたいと考える
ようになり、性同一性障害をカミングアウト※1する。生徒か
ら「明日から教えられることは今日と何も変わりはないんで
しょう？」と。Ａさん自身も偏見をもたず、決めつける教育
はしない、などを信念として頑張っている。
　会社経営のＢさん。社内にはカミングアウトしている社員
もいる。「多様な個性を認め、性別や年齢、スタイルを問わ
ない事業、人を尊重する会社」を目指す。社内研修、就業規
則の見直しなど、積極的にLGBT※２の理解への取り組みをし
ている。
　行政職員のＣさん。「LGBTともに生きる宣言」に携わる。
職員、中高生、教職員、民生委員などを対象とした研修や講
演の企画、町内会への資料配布など、性的少数者に関する支
援活動を進める。継続すること、できることから始めていく
ことが大切と考えている。
　分科会を聴講して、地域、学校、職場にLGBTの人たちが
生活していること、日常生活で不都合なことがあることがわ
かった。LGBTを取り巻く今の環境を正しく知り、暮らしや
すい社会、認め合う社会をつくり、性の多様性を理解するこ
との大切さを強く感じた。

　相手との関係性から抜け出すことが難しい被害
者が、関係を断ち切り新しい生活を築いていくこ
とができるための「これからの支援」について弁
護士、人権擁護委員、若者の自立を支援するNPO
法人の理事などが座談会を行った。
　弁護士としては、離婚を決意→話し合い→調停
→裁判という順番になるが、無料法律相談もある
ので相談して欲しいという意見だった。
　人権擁護委員としては、被害者の立場に立って
みる、被害者について理解することが大事だとい
う意見だった。
　また、夫婦関係で悩むことのあるNPO法人の理
事としては、相手と対等の立場を取り、交渉力を
持てるようにしたいという意見だった。
　被害者が、離別の決意をして、行動に移すには、
強さやパワーが求められるため、被害者に寄り添
う、理解する支援者が必要になる。
 今後は被害者の行動を支えられる存在になりたい
と感じた。

分科会
生と性の多様性をみとめあうために
～教育・企業・行政の立場から～

分科会
だまっとれん！
コロナ禍でもDVを生み出さない社会へ

パープルリボンキャンペーン
　埼玉県では、「女性に対する暴力をなくす運
動」を多くの人に啓発するため、県民の皆様にパ
ープルリボンを作っていただき、タペストリーを
完成させるというキャンペーンを実施していま
す。(参加：22市町村／埼玉県63市町村)
　幸手市では、このキャンペーンの趣旨に賛同し、「女性
に対する暴力をなくす運動」の取組みとして、令和2年10月
26日（月）～10月30日（金）まで実施しました。

※ パープルリボンは、ＤＶを
はじめとする女性に対する
暴力をなくそうという国際
的なキャンペーンのシンボ
ルです。

←市役所ロビーで実施

　今年度の「モア」は、コロナ禍での編集になりま
した。何気ない日常が急に変わってしまいました。
そのような中、一方的な言動で傷ついている現状
を共有し、誰もが等しく主役になれ、笑顔のある
日常をおくるために、この「モア」がお役に立てれ
ば幸いです。

編集後記

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
中
←

※１ カミングアウト…打ち明ける。告白する。
※２ LGBT（えるじーびーてぃー）
　　 … レズビアン、ゲイ、バイセクシャル、
　　 　トランスジェンダーなど性的少数者を
　　 　表す総称のひとつです。


